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▲

 http://www.jtuc-rengo.jp/niigata/　「齋藤会長＠ブログ」発信中！

６月の主な活動
	 7日	第４回女性委員会
	 	第26回女性集会
	 8日	第３回労働条件委員会
	10日	第２回医療部門連絡会
	11～12日		全国一斉相談ダイヤル
	 キャンペーン
	12日	第８回四役会議
	13日	土曜相談会
	23～25日　平和行動	in	沖縄
	24日	第８回執行委員会
	26日	第４回政策委員会
	27日	新潟県・食と環境
	 ネットワーク体験型学習会
	 	青年委員会
	 第20回ユースラリー	　
	28日	にいがた女と男フェスティバル
	30日	第56回地方委員会

第292号� 2015.6.15

Ａ ：育児休業の申出をしたこと及び取得したことを理由として解雇その他不利益
取扱いをすることは法律で禁止されています。解雇その他不利益な取扱いとなる行為
として、指針では次に掲げるものが挙げられています。

①解雇
②期間を定めて雇用される者について契約の更新をしない
③あらかじめ契約の更新回数の上限が明示されている場合に、当該回数を引き下
げる
④退職または、正社員を非正規社員とするような労働契約内容の変更の強要
⑤自宅待機を命ずる
⑥労働者が希望する期間を超えて、その意に反して所定外労働の制限、時間外労
働の制限、深夜業の制限または所定労働時間の短縮措置を適用すること

⑦降格
⑧減給、または賞与等で不利益な算定を行う
⑨昇任・昇格の人事考課において不利益な評価を行う
⑩不利益な配置の変更
⑪就業環境を害すること

　これらは例示であり、ここに掲げていないケースも該当することがあります。

Ｑ：育児休業から復帰しようとしたと

ころ、会社から「あなたのポジショ

ンはない、パートであれば復帰も可

能」と言われました。今の仕事を続

けられないのでしょうか？

残業代ゼロではなく
� 過労死ゼロを 全

国
統
一
集
会
開
催

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

格
差
社
会

すべての女性が
輝く社会に

第25回
新潟県勤労者駅伝大会
と　　き：2015年９月19日（土）
と こ ろ：デンカビッグスワンスタジアム
� およびスポーツ公園内コース
スタート：11時30分
※募集要綱等詳細は、７月発送予定です

にいがた女
ひと

と男
ひと

フェスティバル
2015

連合新潟女性委員会がワークショップを開催
日　時：2015年６月28日（日）
　　　　　10：00～12：00
場　所：新潟市・新潟ユニゾンプラザ
　　　　　　　　小研修室
テーマ：「女性参画のススメ！」

５・27

に
成
長
戦
略
を
追
求
す
る
発
想

に
断
固
反
対
す
る
」
と
し
、
労

働
基
準
法
改
悪
、
裁
量
労
働
制

に
つ
い
て
も
容
認
で
き
な
い
と

し
ま
し
た
。
来
賓
あ
い
さ
つ
で

は
、
民
主
党
・
枝
野
幹
事
長
が

「
全
国
の
仲
間
の
大
き
な
う
ね

り
で
嘘
つ
き
政
権
の
嘘
つ
き
政

策
を
食
い
止
め
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

西
村
ち
な
み
衆
議
院
議
員
の

電
話
中
継
に
よ
る
国
政
報
告
で

は
、
情
勢
を
含
め
て
労
働
法
制

の
改
悪
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
の

確
認
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集

会
を
終
え
、
集
会
を
通
じ
、
緊

迫
す
る
国
会
情
勢
の
認
識
と
、

こ
れ
か
ら
の
行
動
に
つ
い
て
意

思
統
一
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
の
度
副
事

務
局
長
に
就
任

し
ま
し
た
筒
井

で
す
。

　

働
く
仲
間
が

安
心
・
安
全
・
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、

皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
労
働
運
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

不
慣
れ
で
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

連合新潟
副事務局長

筒 井 泰 樹

　

六
月
八
日
、
新
潟
市
・
ガ
レ

ッ
ソ
ホ
ー
ル
で
連
合
新
潟
第
二

六
回
女
性
集
会
を
開
催
し
、（
公

財
）
新
潟
県
女
性
財
団
・
大
島

煦
美
子
理
事
長
を
講
師
に
お
招

き
し
、「
す
べ
て
の
女
性
が
輝

く
社
会
」
？
を
テ
ー
マ
に
、
六

九
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
島
さ
ん
か
ら
は
「
な
ぜ
今

女
性
参
画
を
す
す
め
る
の
か
」、

「
女
性
の
管
理
職
登
用
へ
の
障

害
は
」
の
二
点
に
つ
い
て
社
会

状
況
の
変
化
、
女
性
と
男
性
の

お
か
れ
た
現
状
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
参
加
者
へ
の
質
問
も
ま

じ
え
て
、
熱
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

中
で
も
女
性
の
能
力
発
揮
を

阻
害
す
る
も
の
と
し
、
①
固
定

観
念
「
男
は
こ
う
あ
る
べ
き
、

女
は
こ
う
あ
る
べ
き
」、
②
性

別
役
割
分
担
意
識
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」、
③
伝
統
・
慣
習

へ
の
こ
だ
わ
り
「
男
は
主
、
女

は
従
」
と
い
う
古
い
概
念
が
あ

る
と
い
い
、
生
ま
れ
な
が
ら
の

性
差
は
変
え
ら
れ
な
い
（
生
物

的
性
差
）
が
、
社
会
的
文
化
的

に
作
ら
れ
た
約
束
事
と
し
て
の

男
女
の
性
差
は
変
え
ら
れ
る

（
社
会
的
文
化
的
性
差
）
こ
と

を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

め
ざ
す
べ
き
社
会
は
、
①
固

定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
を
な

く
し
た
男
女
平
等
の
社
会
、
②

男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
尊

厳
を
持
っ
て
個
人
が
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
、
③
男
女
が

個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と

に
よ
る
、
多
様
性
に
富
ん
だ
持

続
可
能
な
活
力
あ
る
社
会
、
④

男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
国
際

的
な
評
価
を
得
ら
れ
る
社
会
で

あ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
そ
の
一
役
を
担
っ
て
も
ら
い

た
い
と
し
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

格
差

社
会
！  

暮
ら
し
の
底
上
げ
実

現
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
三
弾
、

５
・
27
全
国
統
一
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
地
域
協

議
会
と
連
合
本
部
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
で
結
ぶ
初
の
試
み

で
、
県
内
も
各
地
域
協
議
会
で

開
催
さ
れ
、
新
潟
市
・
万
代
シ

ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
は
約
一
〇
〇

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
連
合
新
潟
・
齋
藤
会

長
が
、
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

悪
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
交
え
て

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
に
て
、
連
合
・
古
賀
会
長

は
「
安
全
保
障
法
制
と
労
働
者

保
護
ル
ー
ル
改
悪
は
、
国
民
を

無
視
し
政
府
が
強
引
に
進
め
て

い
く
点
、
わ
れ
わ
れ
の
暮
ら
し

と
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
点
で
共
通
し
て
い
る
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　

三
度
目
の
国
会
提
出
と
な
っ

た
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
に
つ

い
て
は
「
派
遣
期
間
の
制
限
を

な
く
す
な
ど
法
案
の
骨
格
は
変

わ
ら
ず
、
働
く
者
の
犠
牲
の
上

賃金 集計（定昇込み平均賃上げ方式・加重平均） 5,270円  2.04％
 （回答・妥結の内 賃上げ分※・加重平均）　　1,794円（71組合）
 （前年同時期比較  ＋120円  ＋0.05ポイント／前年実績比較  ＋265円  ＋0.15ポイント）

※賃金カーブ維持相当分（定期昇給相当分）を除いた賃金改善分

賃金 集計（定昇込み平均賃上げ方式・加重平均） 6,710円  2.28％
 （前年同時期比較  ＋607円  ＋0.17ポイント）

一時金・年間 集計（組合員・加重平均）
 月数集計 4.11月   額集計 1,149,922円
 （前年同時期比較  ＋0.03月  ▲55,657円／前年実績比較  ＋0.08月  ＋42,069円）

一時金・夏季 集計（組合員・加重平均）
 月数集計 2.23月   額集計     589,644円
 （前年同時期比較  ＋0.21月  ▲62,709円／前年実績比較  ＋0.02月  ＋7,027円）

一時金・年間 集計（組合員・加重平均）
 月数集計 4.89月   額集計 1,574,418円
 （前年同時期比較  ▲0.16月     ▲732円）

一時金・夏季 集計（組合員・加重平均）
 月数集計 2.40月   額集計     767,209円
 （前年同時期比較  ▲0.01月       ＋66,388円）

2015春季生活闘争  連合新潟第６回集計結果 回答・妥結状況（5月20日公表）

2015春季生活闘争  第５回回答集計結果〔全国〕（5月11日）

ネット中継の様子

講演中の大島理事長
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県内や近場で
ゆったり

県外でまったり

海外でのんびり

土壌整備を実施

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）
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梅
雨
の
思
い
出

　

梅
雨
は
「
蒸
し
暑
い
」「
じ

め
じ
め
す
る
」
と
い
う
が
、

私
に
と
っ
て
、
新
潟
県
の
梅

雨
は
涼
し
く
快
適
だ
。
そ
う

思
え
る
程
に
地
元
の
梅
雨
は

蒸
し
暑
か
っ
た
（
方
言
で
は

「
む
せ
る
」）。
湿
気
が
な
い

真
夏
の
方
が
ま
だ
マ
シ
だ
。
こ

の
頃
の
思
い
出
と
言
え
ば
テ
ス
ト
。
梅
雨

時
期
の
校
舎
の
壁
や
廊
下
は
湿
気
で
常
に

濡
れ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
テ
ス
ト
の
点

数
が
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
悪
か
っ
た

の
は
、
梅
雨
の
せ
い
だ
（
と
思
い
た
い
）。

授
業
中
は
、
下
敷
き
が
団
扇
代
わ
り
だ
っ

た
が
、
テ
ス
ト
中
は
下
敷
き
が
使
え
な
い

（
そ
ん
な
決
ま
り
が
あ
っ
た
）。
だ
か
ら
、

代
わ
り
に
問
題
用
紙
で
仰
ぐ
。
仰
ぐ
合
間

に
問
題
を
解
く
か
ら
集
中
力
も
な
け
れ
ば
、

時
間
も
足
り
な
い
。「
心
頭
滅
却
す
れ
ば
…
」

は
嘘
だ
！
集
中
で
き
る
環
境
っ
て
必
要
で

す
よ
ね
？ 

（
Ｍ
）

５月度のホーム・ページ アンケート結果発表

質問： 　ＧＷはどこか旅行へ行きましたか？
　アンケートでは「県内や近場でゆったり」がトップで
した。回答にはなかったですが「仕事」という方もいた
かもしれませんね。ニュースでは海外旅行にいく人の様
子が報道されていましたが、「海外でのんびり」という
回答は０件でした。
　６月は男女平等月間です。６月のＨＰアンケートもず
ばり「職場の男女平等」です。投票をお待ちしています。

　私たち全水道新潟県支部は、新潟市・三条市・長岡市・柏崎市・
上越市のガス水道事業体に働く労働者で組織しています。私たちの
仕事は、市民の生活に欠かせない「いのちの水」やエネルギーを、
安全で安定して低廉に供給することです。
　私たちが扱う水やガスは人類共有の財産です。この共有財産を扱
う仕事には、継続性と専門性を背景に培われた職員の技術力（マン
パワー）が決定的に重要です。しかし、いま私たちの職場でも、行
政の低コスト化・定員削減が吹き荒れ、これまで「公営事業」とし
て培ってきた技術が継承されずに消滅しようとしています。
　水道事業は憲法が保障する「地方自治」として公営原則で運営さ
れてきました。私たちは、住民の「健康で文化的な生活の保障」と
「健全な水循環」を守るためにも、公営事業としての維持発展を求
めています。そのためにも、国民的な共同の取り組みが不可欠です。
　いま、一部の首長によっ
て「職員の労働条件は労使
交渉で決定する」という、
当然の権利が形骸化してい
ますが、各単組は地方公営
企業労組としての「団体交
渉権」を掲げ、職員の暮ら
しや仕事を守るため、労働
条件改善や人員確保の交渉
も強化しています。� 全水道新潟県支部　高野雅彰

9全日本水道労働組合
新潟県支部

土曜相談会 ７月は11日に開催

エコキャップ回収中止のお知らせ
　連合エコライフ21の運動のひとつエコキャップ
回収運動を2015年７月31日をもって中止します。
　つきましては、それ以降の回収は、各組織にて
ご対応願います。
　ご協力ありがとうございました。

7月の自治体選挙
▪妙高市議会議員選挙
 選挙日2015年７月19日

連合新潟推薦予定候補者

阿
あ

部
べ

　幸
ゆき

夫
お

無所属（民主党）
新人　61歳

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
東
日
本
大
震
災

復
興
へ
の
道
の
り
を
体
感

　

五
月
三
〇
日
～
三
一
日
、
連

合
新
潟
青
年
委
員
会
と
女
性
委

員
会
は
合
同
研
修
会
と
し
て
、

宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町
へ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
被
災
地
の
視

察
に
行
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
、「
女
川
桜
守
り
の

会
」
の
柚
子
園
を
創
る
支
援
活

動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
活
動

は
、
震
災
前
は

一
万
人
い
た
町

民
が
震
災
後

徐
々
に
減
り
、

今
で
は
七
千
人

を
き
り
、
そ
れ

に
伴
い
町
が
高

齢
化
し
つ
つ
あ

る
こ
と
か
ら
、

高
齢
者
で
も
比

較
的
収
穫
作
業

が
し
や
す
い
柚

子
園
を
創
り
産

業
や
雇
用
に
繋

げ
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

五
月
一
六
日
、
長
岡
市
・
長

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

連
合
新
潟
金
属
部
門
連
絡
会
／

Ｊ
Ｃ
Ｍ
新
潟
県
連
絡
会
の
春
季

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
第
一
部
と
し

て
「
我
が
国
の
経
済
状
況
と
国

政
全
般
の
報
告
」
と
題
し
て
黒

岩
宇
洋
衆
議
院
議
員
よ
り
講
演

を
受
け
ま
し
た
。
国
政
報
告
の

中
で
、
現
在
連
合
も
取
り
組
ん

　

今
回
は
、
山
の
一
部
を
開
拓

す
る
た
め
の
土
壌
整
備
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
年
内
に
土

壌
整
備
を
完
了
し
、
柚
子
の
苗

木
の
植
樹
を
行
い
、
５
年
後
の

収
穫
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

二
日
目
の
現
地
視
察
で
は
、

震
災
当
初
と
比
べ
る
と
瓦
礫
は

撤
去
さ
れ
、
町
全
体
が
嵩
上
げ

連合新潟金属部門連絡会
ＪＣＭ新潟県連絡会

春季研修会を開催

で
い
る
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改

悪
に
対
す
る
民
主
党
の
取
り
組

み
や
国
会
論
議
の
経
過
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、「
地
方
に
お

け
る
政
策
制
度
課
題
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
本
部
の

浅
井
茂
利
政
策
企
画
局
次
長
よ

り
、
金
属
労
協
の
二
〇
一
五
政

策
・
制
度
課
題
重
点
取
り
組
み

を
中
心
と
す
る
報
告
と
、
今
春

季
生
活
闘
争
の
特
徴
や
今
後
の

経
済
動
向
に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

さ
れ
て
お
り
、
徐
々
に
復
興
に

向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
が
、
工

事
終
了
を
平
成
三
十
年
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
ま
だ
ま
だ
復
興

に
は
時
間
が
か
か
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
分
厚
い

建
物
が
横
倒
し
に
な
っ
て
い
る

姿
に
は
驚
き
ま
し
た
が
、
復
興

が
進
ん
で
き
た
女
川
町
の
町
並

み
に
は
元
気
を
貰
い
ま
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。国政報告する黒岩衆議院議員


